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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 114,215 － 3,106 7.6 3,057 △0.2 1,602 △2.5

2021年３月期第１四半期 105,455 △3.3 2,887 △4.7 3,064 △5.5 1,643 △11.4
(注) 包括利益 2022年３月期第１四半期 1,517百万円(△54.6％) 2021年３月期第１四半期 3,343百万円( 94.4％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 16.99 15.39

2021年３月期第１四半期 17.35 15.73
　

(注)１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、
2022年３月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。これにより、売上高につき
ましては、対前年同四半期増減率を記載しておりません。
２ 当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当
該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しておりま
す。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 314,395 112,834 34.8

2021年３月期 334,498 115,103 33.3
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 109,275百万円 2021年３月期 111,440百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 0.00 － 41.00 41.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注)当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。2021年３月期については当該株
式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2022年３月期(予想)については、株式分割後の数値を記載しております。

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 225,000 － 6,500 △17.0 6,500 △21.4 3,800 △19.3 40.28

通期 530,000 － 22,500 3.2 22,500 3.4 12,500 1.8 132.48
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

(注)１ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、
2022年３月期の連結業績予想については、当該会計基準当を適用した後の数値となっております。これにより、売上高の対前期及び対
前年同四半期増減率を記載しておりません。
２ 当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期の連結業績予
想における「１株当たり当期純利益」については、当該株式分割後の株式数により算定しております。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 101,669,400株 2021年３月期 101,669,400株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 7,319,084株 2021年３月期 7,319,054株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 94,350,323株 2021年３月期１Ｑ 94,722,596株
　

(注)当社は、2021年４月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定して、「期末発行株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、世界的な新型コロナウイルス感染症の影響による経済・社

会活動の大幅な制限が継続し、景況感の改善の兆しや先行きも不透明な状況が続いております。

当社グループの属する医療業界は、同感染症拡大の影響から例年に比べ医療機関への受診抑制や手術件数減少は

続きましたが、昨年の同時期に比べると改善いたしました。また、同感染症対策のため医療機関による病床確保の

動きも増加し、関連する設備投資も増加傾向にあります。

このような状況の下、当社グループにおきましては、トータルパックプロデュース事業において、メーカー系に

よる簡易陰圧装置等の感染症対策設備の販売が増加し堅調に推移いたしましたが、プロジェクト案件が例年にも増

して下期偏重での計画となっていること等から低調に推移いたしました。メディカルサプライ事業では、受診抑制

等の影響は残るものの、昨年に比べて医療機関の稼働率が上昇傾向にあることにより消耗品の販売は堅調に推移い

たしました。また、ＲＦＩＤで全ての消耗品在庫を一括管理する業界初の自動倉庫「大阪ソリューションセンタ

ー」が本格稼働を開始いたしました。ライフケア事業におきましては、引き続き高い入居率を維持するとともに、

調剤薬局事業におきましても経営効率化を進めることで堅調に推移いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は114,215百万円（前年同四半期連結累計期間は105,455

百万円）、営業利益は3,106百万円（前年同四半期連結累計期間比7.6％増）、経常利益は3,057百万円（前年同四

半期連結累計期間比0.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,602百万円（前年同四半期連結累計期間比

2.5％減）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。この結果、売上高については前第１四半期連結累計期間と会計処理が異なることか

ら、経営成績に関する説明において前年同期比（％）を記載せずに説明しております。詳細については、「２．四

半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）及び（セグメン

ト情報等）」をご参照ください。

セグメントごとの業績を示しますと次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分変更を行っており、当第１四半期連結累計期間の

比較・分析は変更後の区分に基づいております。

①トータルパックプロデュース事業

トータルパックプロデュース事業におきましては、メーカー系において簡易陰圧装置の販売が堅調であった

たとともに、重粒子線がん治療施設における患者数も増加いたしました。一方で、プロジェクト案件について

は、計画が下期偏重となっていることから第１四半期は低調に推移いたしました。

この結果、売上高は16,827百万円（前年同四半期連結累計期間は17,921百万円）、セグメント利益（営業利

益）は870百万円（前年同四半期連結累計期間比11.7％減）となりました。

②メディカルサプライ事業

メディカルサプライ事業におきましては、医療機関の受診や手術件数の抑制等は継続しているものの、消耗

品の販売は昨年に比べ堅調に推移いたしました。また、消耗品の自動倉庫「大阪ソリューションセンター」の

本格稼働が開始したことにより効率的管理・運営体制が整ってまいりました。

この結果、売上高は84,322百万円（前年同四半期連結累計期間は74,912百万円）、セグメント利益（営業利

益）は1,062百万円（前年同四半期連結累計期間比20.3％増）となりました。

③ライフケア事業

ライフケア事業におきましては、厳格な感染症対策が奏功し、引き続き高い入居率を維持するとともに経営

効率化が進捗いたしました。また、食事提供サービスも計画通り進捗いたしました。

この結果、売上高は6,161百万円（前年同四半期連結累計期間は6,069百万円）、セグメント利益（営業利

益）は587百万円（前年同四半期連結累計期間比1.2％増）となりました。
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④調剤薬局事業

調剤薬局事業におきましては、前年同期と比較して医療機関受診抑制が和らいできたことに加え、経営効率

化等により、業績は堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は6,904百万円（前年同四半期連結累計期間は6,551百万円）、セグメント利益（営業利

益）は602百万円（前年同四半期連結累計期間比34.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産は314,395百万円となり、前連結会計年度末と比べて20,102百万円減少いた

しました。その主な要因は、商品及び製品が1,523百万円、建物及び構築物が1,133百万円増加した一方、受取手

形、売掛金及び契約資産が23,721百万円減少したこと等によるものであります。

負債は201,560百万円となり、前連結会計年度末と比べて17,833百万円減少いたしました。その主な要因は、電子

記録債務が3,046百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が15,675百万円、未払法人税等が4,702百万円減少した

こと等によるものであります。

純資産は112,834百万円となり、前連結会計年度末と比べて2,268百万円減少いたしました。その主な要因は、親

会社株主に帰属する四半期純利益により利益剰余金が1,602百万円増加した一方、配当金の支払により利益剰余金が

3,774百万円減少したこと等によるものであります。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は34.8％（前連結会計年度末比1.5ポイント増）となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、概ね当初予定通りに推移しており、2021年５月11日に公表いたしました通期の連結業

績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,907 74,160

受取手形及び売掛金 113,720 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 89,998

電子記録債権 4,080 4,618

リース投資資産 3,349 3,319

商品及び製品 16,139 17,662

仕掛品 1,893 2,247

原材料及び貯蔵品 691 997

その他 9,762 10,898

貸倒引当金 △1,654 △1,653

流動資産合計 221,890 202,249

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,461 20,595

土地 15,947 16,011

賃貸不動産（純額） 10,907 10,856

その他（純額） 11,624 10,824

有形固定資産合計 57,941 58,286

無形固定資産

のれん 9,604 9,277

その他 976 1,012

無形固定資産合計 10,581 10,290

投資その他の資産

投資有価証券 26,125 26,260

長期貸付金 7,655 7,564

その他 12,043 11,481

貸倒引当金 △1,739 △1,737

投資その他の資産合計 44,085 43,569

固定資産合計 112,607 112,145

資産合計 334,498 314,395
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 102,209 86,533

電子記録債務 21,481 24,528

短期借入金 1,248 1,710

未払法人税等 6,168 1,465

賞与引当金 2,508 2,542

その他 18,326 17,815

流動負債合計 151,942 134,594

固定負債

新株予約権付社債 25,066 25,060

長期借入金 32,721 32,087

退職給付に係る負債 2,902 2,942

資産除去債務 849 867

その他 5,912 6,008

固定負債合計 67,451 66,966

負債合計 219,394 201,560

純資産の部

株主資本

資本金 15,553 15,553

資本剰余金 23,891 23,897

利益剰余金 83,565 81,394

自己株式 △15,526 △15,526

株主資本合計 107,483 105,318

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,923 3,934

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 68 59

退職給付に係る調整累計額 △35 △37

その他の包括利益累計額合計 3,957 3,957

非支配株主持分 3,663 3,558

純資産合計 115,103 112,834

負債純資産合計 334,498 314,395
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 105,455 114,215

売上原価 94,823 103,106

売上総利益 10,631 11,109

販売費及び一般管理費 7,744 8,003

営業利益 2,887 3,106

営業外収益

受取利息 84 72

受取配当金 185 99

持分法による投資利益 34 7

為替差益 70 －

貸倒引当金戻入額 37 7

その他 101 75

営業外収益合計 514 261

営業外費用

支払利息 90 61

為替差損 － 205

貸倒引当金繰入額 6 －

支払手数料 194 19

その他 45 23

営業外費用合計 337 309

経常利益 3,064 3,057

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 － 1

特別利益合計 0 1

特別損失

段階取得に係る差損 92 －

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 18 0

特別損失合計 111 0

税金等調整前四半期純利益 2,952 3,058

法人税、住民税及び事業税 1,033 990

法人税等調整額 270 552

法人税等合計 1,303 1,543

四半期純利益 1,649 1,515

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

5 △87

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,643 1,602
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 1,649 1,515

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,707 10

為替換算調整勘定 △11 △5

退職給付に係る調整額 △1 5

持分法適用会社に対する持分相当額 － △8

その他の包括利益合計 1,694 1

四半期包括利益 3,343 1,517

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,346 1,603

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 △85
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主にメデ

ィカルサプライ事業における商品販売にかかる収益について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認

識しておりましたが、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け

取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ1,617百万円減少しております。ただし、

当第１四半期連結会計期間の期首の純資産に反映されるべき累積的影響額はないため、当第１四半期連結会計期間

の利益剰余金期首残高に与える影響はありません。なお、セグメント情報に与える影響につきましては、「２．四

半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」をご参照く

ださい。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示する

こととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

トータルパック

プロデュース

事業

メディカル

サプライ

事業

ライフケア

事業

調剤薬局

事業
計

売上高

(1) 外部顧客に

対する売上高
17,921 74,912 6,069 6,551 105,455 － 105,455

(2) セグメント間の

内部売上高

又は振替高

503 318 45 6,400 7,268 △7,268 －

計 18,425 75,231 6,114 12,952 112,723 △7,268 105,455

セグメント利益 985 882 580 446 2,896 △8 2,887

(注)１ セグメント利益の調整額△8百万円には、セグメント間取引消去△21百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用等13百万円等が含まれております。全社費用等は、主に親会社本社の子会社からの運営費用収入、

営業費用及び報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費の純額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの資産に関する情報

当第１四半期連結累計期間において、㈱エス・ティー・ケー株式を取得し、連結の範囲に加えており、㈱チャー

ム・ケア・コーポレーションの持分を取得し、持分法の適用の範囲に加えております。

当該事象により「ライフケア事業」セグメントにおいて、前連結会計年度の末日に比べ資産が9,859百万円増加し

ております。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

当第１四半期連結累計期間において、Okkar Thiri Co., Ltd.及びSnow Everest Co., Ltd.株式を取得し、連結の

範囲に加えております。

当該事象による「トータルパックプロデュース事業」セグメントにおけるのれんの増加額は、3,013百万円であり

ます。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)２

トータルパック

プロデュース

事業

メディカル

サプライ

事業

ライフケア

事業

調剤薬局

事業
計

売上高

(1) 外部顧客に

対する売上高
16,827 84,322 6,161 6,904 114,215 － 114,215

(2) セグメント間の

内部売上高

又は振替高

397 420 43 23 885 △885 －

計 17,225 84,742 6,205 6,927 115,100 △885 114,215

セグメント利益 870 1,062 587 602 3,122 △16 3,106

(注)１ セグメント利益の調整額△16百万円には、セグメント間取引消去△18百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等7百万円等が含まれております。全社費用等は、主に親会社本社の子会社からの運営費用収

入、営業費用及び報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費の純額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、管理区分の変更に伴い、従来「その他」に含まれていた事業を「トータルパッ

クプロデュース事業」等に含める等、報告セグメントの区分変更を行っております。なお、前第１四半期連結累計

期間のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。

また、会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「メディカルサプライ事業」セグメント

の外部顧客に対する売上高が1,617百万円減少しております。同様に、当第１四半期連結累計期間の「調剤薬局事

業」セグメントのセグメント間の内部売上高又は振替高が7,731百万円減少しておりますが、当該事象による四半期

連結損益計算書計上額への影響はありません。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要

な負ののれん発生益の認識はありません。
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